
2023/12/14 研修会(みんなで考えよう多職種連携‼)アンケート結果まとめ 

参加者数 65 名  アンケート回答数 52 名  回答率 80% 
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事務局サイドとしてファシリ参加

ネットワークづくり

お誘い頂いたから

都合が付きやすい日程だったから

講義「青葉区の医療介護の現状と未来」を聞きたかったから

対面開催だったから

業務に活かせるから

研修内容に興味があったから

地域連携について考えたいと思ったから

多職種との交流がしたいから

1． 今回研修に参加した理由を教えて下さい（複数回答可）
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とても良かった・良かったの回答理由 ()内同様ご意見数 

・青葉区の現状や今後の課題が分かった。分かりやすかった。（24 件) 

・数字を知ることで対策できる。意識が向上する。(3 件) 

・R６年度の改正の話が聞けて良かった 

普通・あまり良くなかった・良くなかったの回答理由 ()内同様ご意見数 

・時間が短かった。もっと詳しく聞きたかった。(3 件) 

・数年後の未来に不安を感じたから。(２件) 

・途中参加だったので(２名) 

・明確な方向性や取り組み方法を示してほしかった。(２件) 

・いまどの資料を説明しているか分かりづらかった。 

 

 

とても良かった・良かった・普通の回答理由 ()内同様ご意見数 

・久しぶりの対面開催で多職種と多くの意見交換ができた。(53 件) 

・グループを変わることが新鮮だった。一人の意見に引っ張られることがなく発言できる。(3 件) 

・移動がバタついた。時間が慌ただしかった。(3 件) 

・コロナ禍で対人関係のスキルを研鑽する機会が失われた。連携を通じて学び合いの場が活発にあると良い。 

・他の職種(事業所)の悩みや強み、現状を知る機会となった。 

・いろいろな意見が出たのは良いが、立場が違うため話が進まない場面もあった。 

 

4. 今後に活かせそうな内容、また地域連携へのご意見はありますか。あればご記入ください。 

()内同様ご意見数 

・このような機会をまた作って欲しい。また参加したい。(7 件) 

・連携の大切さを実感した。連携を継続したい。より深めたい。(6 件) 

・他職種の違う意見や連携を今後に生かしたい。(5 件) 

・MCS、ICT、ＤＸを活用したい。(5 件) 

・連絡会の再興に協力したい。ネットワークの再構築が必要。(4 件) 

・互いの仕事の内容を知ることが大切。(3 件) 

・顔を合わせる会議や連絡会が無くなり改めて連携(退院カンファやサ担)の必要性を感じる。(3 件) 

・医師や区役所職員にも参加してもらいたい。(2 件) 

・青葉モデルの構築に自分たちでできることを考えたい。 



・医療、介護、福祉関係者の仕事が楽になる仕組みが出来れば。 

・全事業所共有のシステム化。 

・学校のｉＰａｄのように業務携帯を配布して欲しい。 

・ケースカンファレンスをしたい。 

 

5. 研修全体を通じてご感想ご意見、今後希望する研修などありましたらご記入ください。 

()内同様ご意見数 

【感想】 

・他職種と繋がること、それぞれの立場の見解や他事業所の取り組みを知ることが出来た。今後の連携に活かし

たい。連携の大切さを感じた。(13 件) 

・少人数のグループで話しやすかった。話しやすい雰囲気だった。グループ変更で多くの人と話せた。(3 件) 

・ファシリテーターの皆さんが意見をしっかりまとめてくださった。 

・久しぶりに研修会に参加しリフレッシュできた。 

・ワールドカフェの時間を長くして欲しい。 

・席が遠い人の声が聞きづらかった。 

【ご意見】 

・研修中はテーマに沿った話に集中できるように、名刺交換や営業の時間を別に作って欲しい。(2 件) 

・このような会に参加しない方々とどう連携すれば良いのかが課題。 

・自分自身も連携の輪を広げられるように活動したい。 

・連携がなくなるメリット、デメリットを考える機会を持ってもよいのではないか。 

・働き方改革が進められる中での研修参加が大変。削れるところは削っていけるようにしたい。 

・Web を使った連携には事業所の制限などの難しさがある。ノートは高齢者でも参加しやすい。 

・青葉区の急速なニーズの伸びは官民一体の仕組みつくりが必要。 

・MCS の活用や IT による情報連携の効率化。区域でケアプランデータ連携システムを活用し効率化を図る。 

・連絡会の再興により、相互のブラッシュアップや現場のバーンアウト予防のためのつながり作り。共同の研修

や CM 連絡会との交流といった連絡会登録のメリットを享受できる仕組み作り。 

・介護認定遅延の市民周知や支援にアクセスしづらい市民に対する代替手段の協議。 

・どんな連携ならば具体的に実現できそうか？を協議する場を作る。 

・訪問診療、訪問歯科にも参加して欲しい。 

【希望する研修】 

・今後も同様の会を開催して欲しい。また参加したい。(８件) 

・MCS について学びたい。MCS についての研修を希望。(２件) 

・看取りについて。 

・ケアプランデータ連携システム導入前の研修。 

 


